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排水
←

専用ｺﾝﾄﾛｰﾗ
循環ﾎﾟﾝﾌﾟ：CV 1.25sq-4C

電気ﾋｰﾀｰ：CV or CVT(耐熱タイプ)
　　　　　　　　H03:1.25sq-3C以上
　　　　　　　　H06:3.5sq-3C以上
　　　　　　　　H10:8.0sq-3C以上

0.75sq-2C（ｼｰﾙﾄﾞ線）50m以内

安全装置（ﾌﾛｰｽｲｯﾁ等）：CVVS 1.25sq-6C

電源：3φ200V

館内LANﾈｯﾄﾜｰｸへ

CAT-5e LANケーブル(ストレート)

ＣＲ
→25

ＣＳ
←25

←25

VCT 0.75sq-6C

VCT 0.75sq-6C

圧力ｾﾝｻｰ専用ｹｰﾌﾞﾙ（延長の場合：MVVS0.5-2C）

HC

排水

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾎｰｽ

薬注ﾕﾆｯﾄ

A

給湯(補給系統)

自動エア
抜き弁

給湯(補給系統)

給湯(補給系統)

薬注附属用チャッキ
※接続に砲金はNG

H03：VCT 3.5sq-4C以上
H06：VCT 5.5sq-4C以上
H10：VCT 22sq-4C以上VCT 0.75sq-6C

専用制御盤

CVV 1.25sq-3C以上

保温装置

VCT 0.75sq-6C

計装線は、循環配管側と同じ図
からの接続となります。
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記図 品称 仕様 電気仕様 個数

CH-1 浴槽保温装置

循環量：45L/min×5.5m/8.0m
保温熱源：SUS製ｼｰｽﾞﾋｰﾀｰ(SUSｹｰｼﾝｸﾞ)
温度感知ｾﾝｻｰ：ｻｰﾐｽﾀ
過熱保護：ﾊﾞｲﾒﾀﾙｻｰﾓｽﾀｯﾄ
ﾎﾟﾝﾌﾟ空転・空焚き保護：ﾌﾛｰｽｲｯﾁ

電源：3φ200V(制御盤より供給)
ﾎﾟﾝﾌﾟ：3φ200Vx120W/160W
ﾋｰﾀｰ：3φ200Vx3/6/10kW

1

CP-1
専用制御盤

(専用ｺﾝﾄﾛｰﾗ付属)

温度調整、ﾀｲﾏｰ制御、補給水弁制御、
湯張り制御、掛け流し運転、排水弁制御、
一括警報出力、遠隔集中制御

3φ200V

MV-1-1 湯張用電動弁 電動ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ、a接点入力方式
AC100V  0.18A
ｱﾝｻｰ入力：無電圧接点
(接点短絡＝電動弁閉)

1

MV-1-2
MV-1-3

補給水用電動弁 電動ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ、a接点入力方式 各1

MV-1-4 排水用電動弁 電動ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ、a接点入力方式 1

WL-1 圧力式水位ｾﾝｻｰ
4-20mA出力
（4mA→水位0mm、20mA→1960mm) DC12V 1

HC-1 ﾍｱｷｬｯﾁｬｰ SUS製　25A 1

CI-1 薬注ﾕﾆｯﾄ タンク容量　30L/50L AC100V  Max2.0A 1

KS-1 吐出金物 任意 1

KD-1 吸込金物 任意 2

KF-1 排水目皿 任意 1
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注記
　１．オプション品
　２．配線のサイズ・線種は参考。
　３．圧力式水位センサーのケーブルの最小曲げＲは25mm以上とする事。
　４．圧力式水位センサーの大気開放パイプの末端は閉塞せず、多湿環境に
　　　配置しない事。
　５．圧力式水位センサーのケーブルを延長する場合、プルボックス内で接続し、
　　　大気開放パイプはボックス内で開放する事。
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機種 相 電圧 定格電流(50/60Hz)

SHSC-H03

3φ 200Ｖ

10.5/10.6A

SHSC-H06 19.2/19.3A

SHSC-H10 30.7/30.8A

＜電気容量＞標準（保温装置本体・制御盤）のみ。オプション除く。
 

 
 

 


